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近
世
社
会
の
変
化
が
元
禄
期
、
あ
る
い
は
宝
暦
か
ら
天
明
期
に
と
ら
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
そ
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
小
領
主
の
陣
屋
を
中
心

と
す
る
町
、
宿
場
や
港
湾
な
ど
交
通
の
要
衝
や
特
産
物
の
生
産
・
集
積
地
、
定

期
市
の
た
つ
流
通
の
中
心
地
に
戸
数
に
し
て
二
、
三
〇
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
戸
、

人
口
で
一
〇
〇
〇
人
か
ら
五
〇
〇
〇
人
の
町
が
元
禄
か
ら
享
保
期
に
全
国
的
に

形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
厚
木
町
は
『
元
禄
郷
帳
』(

国
絵
図
作
成
の
際
、
同

時
に
作
成
さ
れ
た
村
名
・
村
高
を
記
載
し
た
帳
簿
。
元
禄
一
〇
年
諸
大
名
に
命

じ
た
も
の)

で
人
口
二
〇
八
八
人
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
『
厚
木
村
差

出
明
細
帳
』
で
は
家
数
三
三
四
戸
で
あ
り
、
こ
の
年
か
ら
下
野
の
烏
山
藩
領
と

な
り
陣
屋
支
配
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
在
郷
町
と
い
わ
れ
る

地
方
小
都
市
の
条
件
に
ま
さ
に
該
当
す
る
土
地
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

  

一
、
景
観 

 

厚
木
町
に
や
っ
て
き
た
著
名
な
近
世
人
は
相
当
に
多
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ 

な
ら
矢
倉
澤
往
還
を
通
っ
た
人
、
大
山
参
詣
に
来
た
人
の
大
半
は
厚
木
を
通
過

あ
る
い
は
宿
泊
し
た
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
丹
念
に
そ
れ
ら
の
人
物
の
足
跡
を
追

う
な
ら
ば
、
夥
し
い
数
に
の
ぼ
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
発
表
で

は
そ
れ
ら
を
以
下
の
数
点
に
限
り
、人
物
の
掘
り
起
こ
し
は
別
の
機
会
と
す
る
。

そ
の
一
つ
林
述
斎
の
建
議
で
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
脱
稿
さ
れ
た
『
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
五
十
五
愛
甲
郡
之
二
は
「
厚
木
村
、
江
戸
よ
り
十
三
里

余
（
中
略
）
矢
倉
澤
往
還
の
村
駅
に
て
夫
馬
の
継
立
と
な
せ
り
（
中
略
）
八
王

子
（
中
略
）
甲
州
（
中
略
）
丹
沢
（
中
略
）
平
塚
（
中
略
）
藤
沢
等
へ
の
諸
道
、

皆
当
所
よ
り
四
分
し
、
各
行
李
を
輸
送
致
せ
り
、
北
條
分
国
の
頃
、
煤
ヶ
谷
炭

を
此
地
よ
り
小
田
原
に
運
致
す
べ
き
由
」「
今
も
繁
富
の
地
に
し
て
民
の
家
居
も

三
百
三
十
戸
に
及
ぶ
」「
通
衡
櫛
比
し
農
商
相
半
す
月
毎
に
二
七
の
日
を
期
と
し
、

互
市
を
立
、
近
郷
の
衆
人
相
集
り
各
有
無
を
交
易
す
、
東
西
十
八
町
南
北
二
十

町
」「
渡
船
場
相
模
川
に
あ
り
、
矢
倉
澤
路
及
藤
沢
道
に
値
れ
り
、
船
五
艘
を
置

（
中
略
）
近
郷
の
諸
色
を
大
住
郡
須
賀
湊
に
運
致
す
、
水
路
四
里
」
と
の
べ
て

い
る
。
ま
さ
に
「
良
質
の
地
誌
」（『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
）
と
評
さ
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
『
厚
木
の
街
道
』（
鈴
村
茂
著
神
奈
川
情
報
社
一
九
八
〇
年
）

に
は
丹
沢
御
林
道
は
木
材
や
炭
の
輸
送
路
で
、
厚
木
ま
で
馬
を
利
用
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
現
在
も
厚
木
市
松
枝
町
に
は
「
木
売
場
」「
炭
焼
免
」
な
ど
の
地

名
が
残
っ
て
い
る
。
大
山
講
の
た
め
通
過
・
宿
泊
し
た
江
戸
庶
民
の
数
の
多
さ

は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

 

こ
の
近
世
厚
木
町
を
知
る
好
資
料
と
し
て
「
厚
木
町
図
」（
図
１
）、『
相
中
留

恩
記
略
』（
福
原
高
峯
峯
撰
・
長
谷
川
雪
堤
画
天
保
一
〇
年
有
隣
堂
版
）
の
厚
木

村
「
厚
木
村
」
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
厚
木
町
の
町
場
を
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
し
て
く
れ
る
も
の
が
渡
辺
崋
山
の
『
游
相
日
記
』（
天
保
二
年
九
月
二
十
日

か
ら
渡
辺
崋
山
が
君
主
三
宅
友
信
の
意
を
う
け
て
高
座
郡
早
川
村
に
生
母
の
消

息
を
た
ず
ね
、
更
に
厚
木
を
訪
れ
た
小
旅
行
記
）
の
中
の
商
家
で
あ
り
、
さ
ら

に
時
代
こ
そ
数
十
年
後
に
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
写
真
家
ベ
ア
ト
（
一
八
三
四

年
生
ま
れ
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
、
セ
ポ
イ
の
乱
等
の
写
真
で
報
道
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
八
六
三
年
に
来
日
し
絵
入
り
新
聞
の
特
派
員
と
し

て
来
日
し
て
い
た
ワ
ー
グ
マ
ン
と
仕
事
を
す
る
。
肖
像
写
真
を
撮
る
と
と
も
に
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日
本
の
風
景
写
真
を
撮
っ
て
外
国
人
相
手
の
土
産
物
と
し
て
ア
ル
バ
ム
を
作
成

し
て
い
た
と
い
う
）
の
写
真
で
あ
る
。
遊
歩
区
域
で
あ
っ
た
厚
木
や
町
田
の
写

真
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
枚
が
幕
末
の
厚
木
町
で
あ
る
。（
写
真
１
） 

 

こ
こ
か
ら
は
紙
数
の
関
係
上
、『
神
奈
川
県
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

方
々
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
旅
日
記
『
游
相
日
記
』
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。 

  

二
、『
游
相
日
記
』 

 
 

崋
山
が
弟
子
の
高
木
梧
庵
を
と
も
な
っ
て
来
厚
し
た
の
は
天
保
二
年
九
月

二
二
日
で
、
二
四
日
に
は
厚
木
を
去
っ
て
い
る
の
で
、
わ
ず
か
二
泊
三
日
の
厚

木
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
厚
木
の
人
々
と
崋
山
の
交
流
は
実
に

リ
ア
ル
で
、
こ
の
小
旅
行
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。『
風
土
記
稿
』
と
は

ほ
ぼ
同
じ
時
期
な
の
で
同
一
人
物
が
書
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
九
月
二

二
日
「
相
模
川
を
わ
た
る
。
此
川
大
凡
三
町
（
一
町
を
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
と
す

る
と
川
幅
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
位
か
、
そ
の
う
ち
両
側
に
川
原
が
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ず
つ
あ
る
と
す
る
と
水
の
流
れ
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
か
）
あ
り
ぬ
ら
ん
清

流
巴
を
な
し
て
下
る
。
香
魚
甚
多
し
」「
厚
木
の
盛
な
る
都
と
こ
と
な
ら
ず
。
家

の
つ
く
り
さ
ま
は
江
戸
に
か
は
れ
と
も
女
男
の
風
俗
か
は
る
事
な
し
」「
厚
木
、

東
ハ
（
中
略
）
岡
田
ヲ
カ
ギ
リ
、
凡
縦
二
十
町
余
、
横
三
十
町
許
。
烏
山
侯
別

封
。
納
ル
所
一
千
八
百
石
余
。
治
所
天
王
宮
ノ
側
ニ
ア
リ
。
年
四
回
吏
司
更
代

す
」「
巨
商
居
並
び
い
と
に
ぎ
わ
し
く
」
と
映
じ
た
。
崋
山
と
梧
庵
は
万
年
屋
平

兵
衛
方
に
宿
を
と
り
、
主
人
に
「
わ
れ
に
ひ
と
し
き
人
あ
れ
ば
、
迎
ひ
て
ひ
と

夜
も
語
り
あ
か
ま
ほ
し
く
思
ふ
な
り
。
物
読
（
む
）
人
か
、
手
な
と
書
（
く
）

人
か
、
歌
は
い
か
い
、
詩
な
と
好
め
る
人
か
、
は
な
し
好
く
人
か
、
い
つ
れ
話

を
き
か
ま
ほ
し
く
想
え
は
、、
呼
（
び
）
た
ま
わ
れ
、
酒
と
肴
は
、
我
が
極
（
め
）

て
進
め
申
さ
ん
な
り
」
と
依
頼
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
夜
万
年
屋
を
訪
れ
た
人
々

は
斎
藤
鐘
助（
手
習
い
の
師
匠
で
号
を
利
鐘
、撫
松
な
ど
と
い
い
詩
を
つ
く
り
、

書
を
好
く
す
る
）、
内
田
屋
庄
吉
（
長
唄
の
上
手
）、
目
薬
屋
常
蔵
（
三
味
線
の

名
手
）、
告
原
錦
波
（
詩
人
）、
唐
沢
蘭
斎
（
医
者
で
、
詩
は
遠
山
雲
如
に
学
ぶ
）、

万
年
屋
平
兵
衛
、
小
園
の
大
川
清
蔵
（
三
宅
友
信
の
母
お
銀
が
実
家
に
も
ど
り

嫁
し
た
相
手
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
聞
い
た
話
を
崋
山
は
「
厚
木
ノ
盛
ナ

ル
所
以
ハ
唯
相
模
川
船
路
便
ヲ
ナ
ス
ト
旅
客
ノ
達
路
ト
ナ
リ
、
河
ハ
相
ノ
須
賀

浦
（
現
平
塚
市
）、
柳
島
（
現
茅
ヶ
崎
市
）
ニ
達
シ
、
津
久
井
丹
沢
諸
山
ヨ
リ
海

舶
ニ
載
（
セ
）
都
ニ
達
ス
。
塩
ト
乾
鰯
ト
ハ
相
海
ハ
言
ニ
不
及
総
房
諸
州
ヨ
リ

此
地
へ
到
テ
売
販
又
是
ヲ
信
甲
ノ
山
中
ニ
致
故
塩
魚
炭
薪
ヲ
以
（
テ
）
最
上
利

ト
ス
。
此
余
、
海
ノ
便
ヲ
以
（
テ
）
布
ハ
ク
金
鉄
ヨ
リ
以
下
諸
物
常
用
ノ
具
ニ

至
マ
テ
（
中
略
）
運
送
ノ
便
ヲ
以
テ
也
。
凡
、
地
過
多
（
キ
）
モ
ノ
ハ
八
王
子

ヨ
リ
ー
八
王
子
布
ハ
ク
紬
絹
ヲ
出
盛
―
ハ
平
塚
道
、
江
戸
ヨ
リ
ハ
大
山
道
矢
倉

澤
、
信
ノ
諏
訪
、
甲
州
、
荻
野
、
諸
道
。
故
ニ
客
舎
モ
又
盛
ナ
リ
。
酒
肴
ノ
便
、

居
ナ
カ
ラ
ニ
シ
テ
八
珍
ヲ
可
致
。」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
々
入
（
リ
）
来

り
て
酒
を
設
ふ
け
肴
を
陳
（
ら
）
ね
て
夜
明
け
る
ま
で
、
歌
か
つ
舞
（
ひ
）
つ
、

予
を
な
く
さ
む
」
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
荏
田
の
升
屋
喜
兵
衛
方
で
半
原
の
孫

兵
衛
が
烏
山
侯
に
よ
っ
て
度
々
用
金
を
申
し
付
け
ら
れ
棚
村（
相
模
原
市
田
名
）

の
こ
と
（
文
政
七
年
田
名
村
の
村
人
に
よ
る
烏
山
藩
の
新
法
反
対
門
訴
が
起
こ

り
重
役
の
谷
登
次
兵
衛
は
藩
か
ら
追
放
さ
れ
の
ち
自
殺
、
児
玉
郡
次
兵
衛
も
お

叱
り
の
上
蟄
居
、
の
ち
出
奔
）
や
土
平
次
門
訴
（
天
明
七
年
久
保
沢
の
酒
造
近

江
屋
源
助
方
が
打
ち
毀
さ
れ
翌
年
に
は
津
久
井
県
全
体
、
更
に
愛
甲
郡
半
原
や

田
代
で
も
打
ち
毀
し
が
起
こ
る
。
土
平
次
は
こ
の
打
ち
毀
し
の
頭
取
）
の
こ
と

を
語
っ
た
よ
う
に
厚
木
で
も
人
々
が
「
政
事
甚
苛
刻
」
と
語
り
「
人
情
皆
怨
怒

ヲ
フ
ク
ム
」
と
崋
山
は
感
じ
と
っ
た
。
同
時
に
「
一
挙
二
千
両
ヲ
出
ス
モ 

唯
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厚
木
ノ
ミ
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
厚
木
が
繁
昌
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、「
此
地
の
豪
商
」
が
問
屋
と
し
て
「
薪
炭
」「
干
鰯
」「
穀
物
」
の
流
通

に
大
き
い
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

元
廻
船
問
屋
藤
間
家
文
書
（
茅
ヶ
崎
市
柳
島
）
に
は
「
相
模
国
炭
愛
甲
郡
厚
木

村
よ
り
須
賀
・
柳
島
入
会
湊
よ
り
積
出
し
上
中
下
炭
壱
俵
に
付
運
賃
当
時
銀
三

分
二
毛
」「
一
、
江
戸
廻
し
壱
ヶ
年
凡
弐
万
俵
余
積
出
申
候
」
と
数
量
に
も
示
さ

れ
て
い
る
。 

 

翌
日
は
蘭
斉
・
撫
松
に
誘
わ
れ
て
厚
木
の
六
勝
（
撫
松
ら
が
選
ん
だ
雨
降
晴

雪 

仮
屋
喚
渡 

相
河
清
流 

菅
廟
驟
雨 

熊
林
暁
鴉 

桐
堤
賞
月
）を
見
る
。

そ
の
夜
も
彼
ら
に
加
え
て
告
原
錦
波
を
は
じ
め
漁
を
業
と
す
る
人
な
ど
夜
明
け

ま
で
楽
し
ん
だ
。「
余
僅
二
夜
一
日
、
得
友
十
有
余
人
」「
為
快
楽
ニ
宵
、
作
画

十
五
紙
、
七
絶
二
首
、
飲
酒
一
斗
、
買
肴
十
盤
、
而
聞
地
勢
、
水
利
、
人
物
、

風
俗
、
政
事
、
古
廟
、
鐘
碑
、
物
産
、
生
業
、
方
言
」、
翌
日
に
は
清
田
半
兵
衛
・

中
野
新
兵
衛
ら
厚
木
宿
の
名
主
で
豪
商
や
酒
井
村
の
名
主
で
厚
木
の
侠
客
駿
河

屋
彦
八
等
が
や
っ
て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「
ひ
る
げ
を
奉
り
、
諸
子
に
別
れ
を
告
げ
去
（
ら
）
ん
と
す
。
皆
袖
を
引
（
き
）

て
か
え
さ
ぬ
を
、
ふ
り
き
り
て
行
く
。
あ
る
し
も
又
別
れ
を
お
し
み
、
お
ひ
つ

つ
ひ
よ
り
の
雑
費
を
あ
た
（
へ
）
ん
と
す
る
に
取
ら
す
。
酒
と
肴
と
の
あ
た
ひ
、

又
何
く
れ
と
世
話
せ
し
礼
、
打
ち
合
わ
せ
て
こ
が
ね
二
両
と
白
か
ね
壱
両
を
な

け
く
れ
て
立
（
ち
）
さ
る
。
蘭
斉
、
金
田
の
わ
た
し
ま
で
見
送
る
」。
崋
山
は
こ

の
後
、
天
保
一
〇
年
筆
禍
に
よ
る
弾
圧
を
う
け
、
永
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
河

田
原
で
天
保
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
自
害
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
予
想

だ
に
で
き
ぬ
ほ
ど
厚
木
の
人
々
と
愉
快
に
交
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

三
、
相
模
国
愛
甲
郡
・
高
座
郡
と
厚
木
町 

 

崋
山
が
見
た
厚
木
の
繁
昌
ぶ
り
の
根
底
に
は
丹
沢
の
薪
炭
や
総
房
の
干
鰯
や

江
戸
の
糖
ヒ
を
積
み
、
上
下
す
る
水
運
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
厚
木
町

を
と
り
ま
く
村
々
の
生
活
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。『
神
奈
川
県

史
』
通
史
編
は
煤
ヶ
谷
村
と
厚
木
町
に
つ
い
て
「
煤
ヶ
谷
村
は
山
稼
ぎ
で
暮
ら

し
て
い
る
。
一
年
の
う
ち
春
秋
五
ヶ
月
は
耕
作
、
七
ヶ
月
は
山
稼
ぎ
で
あ
る
。

山
稼
ぎ
七
ヶ
月
の
稼
ぎ
金
は
千
四
百
七
十
両
、
ま
た
馬
に
よ
る
駄
賃
稼
ぎ
は
九

百
四
九
両
余
、
合
わ
せ
て
人
馬
の
稼
ぎ
は
二
千
四
百
両
余
あ
っ
て
市
場
は
厚
木

で
あ
る
。
厚
木
へ
木
材
を
出
し
、
そ
こ
で
米
穀
を
買
う
。
そ
れ
が
煤
ヶ
谷
村
民

の
渡
世
で
す
」「
非
常
な
大
金
が
余
（
出
）
稼
ぎ
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
」「
銭
つ

か
い
」
で
「
買
い
食
い
す
る
農
民
」
を
相
手
に
す
る
「
小
商
人
も
村
に
出
現
」

し
た
の
で
あ
る
。「
注
目
す
べ
き
こ
と
は
右
の
市
・
町
（
須
賀
・
厚
木
・
当
麻
・

原
宿
・
久
保
沢
）
の
ほ
か
に
村
の
小
商
人
や
小
さ
な
市
の
姿
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
近
在
の
主
要
な
市
・
町
と
結
び
つ
き
つ
つ
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
「
機
能

を
発
揮
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕
入
問
屋
に
対
し
各
村
々
の
農
間
商
人
が
小

売
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

 

愛
甲
・
高
座
の
村
々
の
村
明
細
帳
の
以
下
の
記
述
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
愛
甲
郡
田
代
村
差
出
帳
「
一
、
諸
用
之
儀
ハ
、
同
国

厚
木
市
ニ
而
相
達
申
候
、
一
、
農
業
之
間
、
所
稼
之
儀
ハ
、
正
月
よ
り
三
月
迄

又
十
月
よ
り
極
月
迄
、
他
村
へ
罷
出
、
真
木
日
用
取
申
候
」、
享
保
一
一
年
（
一

七
二
六
）
四
月
愛
甲
郡
三
増
村
明
細
帳
「
一
、
万
買
物
ハ
厚
木
町
市
場
ニ
而
相

調
申
候
」、
延
享
元
年
（
一
七
四
五
）
煤
ヶ
谷
村
明
細
帳
「
一
、
男
、
耕
作
之
間

ニ
ハ
白
炭
・
鍛
冶
炭
・
真
木
・
薪
木
勝
手
次
第
山
稼
仕
、
厚
木
町
市
場
江
道
法

弐
里
余
、
附
出
シ
売
、
代
替
渡
世
送
り
申
候
」、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
三



4 

 

月
愛
甲
郡
中
依
知
村
村
鑑
帳
「
一
、
当
村
穀
売
者
厚
木
市
場
江
出
し
申
候
」、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
五
月
愛
甲
郡
宮
ヶ
瀬
村
御
順
見
（
マ
マ
）
様
ヘ
差
出
村

明
細
帳
「
百
姓
渡
世
之
儀
、
男
ハ
炭
を
焼
、
女
ハ
炭
俵
ヲ
造
リ
、
香
ヲ
刈
リ
、

鍛
冶
炭
、
男
女
共
山
稼
第
一
ニ
仕
候
場
所
ニ
御
座
候
、
右
炭
之
儀
、
厚
木
町
と

申
村
ヘ
四
里
余
之
処
、
馬
ニ
而
附
出
シ
、
馬
持
不
申
も
の
は
、
不
限
男
女
背
負

出
売
候
而
、
右
之
代
物
に
て
米
穀
と
取
替
、
夜
よ
り
夜
迄
相
稼
、
渡
世
送
り
来
、

困
窮
之
村
方
ニ
御
座
候
」、天
明
八
年
愛
甲
郡
小
野
村
村
鏡
帳「
一
、買
物
之
儀
、

厚
木
町
・
伊
勢
原
町
ニ
而
諸
用
相
達
申
候
、
一
、
厚
木
町
江
船
賃
米
・
麦
ニ
而

出
シ
申
候
」、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
高
座
郡
栗
原
村
明
細
帳
「
一
、
万
買

物
之
儀
ハ
、
厚
木
町
道
法
壱
里
半
、
久
保
沢
町
江
四
里
、
八
王
子
町
江
六
里
、

藤
沢
町
江
四
里
参
り
所
用
相
達
候
」
と
い
う
よ
う
に
厚
木
町
が
商
品
出
荷
の
場 

で
あ
る
と
同
時
に
生
活
物
資
調
達
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
、
厚
木
町
の
商
人 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崋
山
と
交
流
し
た
人
々
の
中
に
も
内
田
屋
庄
吉
・
目
薬
屋
平
蔵
・
告
原
錦
波

（
宗
次
郎
）・
清
田
半
兵
衛
・
中
野
新
兵
衛
の
よ
う
な
商
人
も
多
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
厚
木
商
人
全
体
か
ら
い
う
と
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。 

 

 
 

厚
木
で
は
地
域
の
方
々
の
県
央
史
談
会
に
よ
る
地
域
史
研
究
が
展
開
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
の
お
一
人
で
あ
る
鈴
村
茂
氏
は
幕
末
期
の
先
祖
が
天
王
町

（
現
在
の
東
町
）
で
井
筒
屋
と
い
う
屋
号
で
豆
腐
屋
を
営
ん
で
い
た
。
御
自

身
は
ブ
リ
キ
職
人
と
し
て
営
業
し
つ
つ
戦
後
は
厚
木
建
築
職
組
合
・
神
奈
川

県
板
金
工
組
合
等
で
業
者
運
動
を
担
い
つ
つ
、
厚
木
市
文
化
財
保
護
審
議
委

員
、
厚
木
市
史
編
纂
委
員
な
ど
を
つ
と
め
ら
れ
『
厚
木
の
商
人
』『
厚
木
の
職

人
史
』『
厚
木
の
街
道
』
な
ど
多
く
の
仕
事
を
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
『
厚
木
の

商
人
』
は
厚
木
の
二
七
の
市
に
つ
て
「
近
世
初
期
の
厚
木
宿
の
物
品
販
売
の

商
隊
は
（
中
略
）
農
家
の
軒
先
や
宿
屋
の
軒
先
を
借
用
し
て
地
方
か
ら
集
ま

る
商
人
に
依
っ
て
市
日
の
商
品
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。
宿
屋
は
旅
籠
屋
と

も
称
し
、
通
称
木
賃
宿
の
事
で
、
こ
の
宿
屋
で
は
食
事
は
な
く
、
唯
宿
泊
す

る
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
は
じ
め
は
農
家
が
兼
業
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。」「
当
時
の
商
人
は
店
頭
販
売
で
は
な
く
、
国
内
に
毎
日
交
代
で
開
か
れ

た
市
場
に
出
張
し
て
商
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
厚
木
は

高
座
の
当
麻
（
一
六
の
市
）・
座
間
宿
（
五
十
の
市
）・
愛
甲
荻
野
（
四
九
の

市
）・
大
住
伊
勢
原
（
三
八
の
市
）
と
つ
な
が
る
地
域
市
場
で
あ
っ
た
時
代
も

長
か
っ
た
。
相
模
川
船
便
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
明
治
三
年
（
一
八

七
〇
）
七
月
須
賀
・
柳
島
廻
船
仲
間
と
厚
木
町
両
組
仲
間
上
下
運
賃
取
極
定

で
は
「
塩
・
干
鰯
・
〆
粕
・
糠
・
雑
穀
・
米
・
砂
糖
・
水
油
・
酒
・
酢
・
醤

油
・
蜜
・
筵
・
藍
玉
・
生
麩
・
焼
物
・
瓦
」
等
の
商
品
が
み
ら
れ
る
。 

 
 
 

 

 
 

享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
須
賀
湊
で
破
船
し
た
「
須
賀
村
市
右
衛
門
船
」

の
積
荷
と
行
き
先
を
見
る
と「
戸
田
村
行
水
油
五
樽
、酒
井
村
行
水
油
二
樽
、

一
ノ
宮
村
行
水
油
一
樽
、
瀬
戸
物
二
三
箇
、
ゑ
馬
一
箇
、
げ
た
お
一
箇
、
琉

球
表
二
十
枚
一
箇
、
た
ば
こ
一
箇
、
鰹
節
一
箇
、
伊
勢
原
村
行
ご
ま
油
三
箇
、

田
村
行
干
鰯
四
八
俵
、
呉
竹
一
五
挺
、
小
倉
村
行
干
鰯
四
十
俵
、
厚
木
町
行

ひ
し
ゃ
く
二
箇
」
な
ど
流
通
の
一
端
が
み
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
七
月
の
「
高
座
郡
下
今
泉
村
差
出
シ
帳
」
に
は
「
田

畑
こ
や
し
木
葛
・
干
鰯
厚
木
町
ニ
而
整
入
申
候
」「
一
、
米
津
出
シ
、
当
村
者

厚
木
村
迄
道
法
壱
里
陸
付
ケ
、
厚
木
村
ニ
而
船
積
ニ
付
、
川
下
須
賀
浦
迄
四

里
下
ゲ
」「
買
物
之
儀
者
厚
木
村
江
道
法
壱
里
罷
出
調
申
候
」、
天
明
八
年
六

月
高
座
郡
上
郷
村
明
細
帳
「
一
、
田
畑
こ
や
し
の
儀
者
糠
・
干
鰯
其
の
外
買

物
道
法
半
里
程
、
厚
木
村
ニ
而
」。
こ
の
よ
う
に
愛
甲
・
高
座
の
村
々
に
と
っ
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て
米
の
付
け
出
し
や
肥
料
の
仕
入
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
市

場
で
あ
っ
た
り
、
川
湊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
相
模
の
国
に
点
在

す
る
旗
本
に
と
っ
て
は
知
行
地
か
ら
米
穀
を
は
じ
め
と
す
る
物
資
を
江
戸
に

廻
送
さ
せ
る
ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
川
船
で
あ
る
が
、『
愛
川
町
郷
土
誌
』（
昭
和
五
七
年
愛

川
町
教
育
委
員
会
編
）に
よ
る
と「
中
津
六
倉
に
は
船
を
操
る
達
人
が
い
た
。

往
路
須
賀
へ
向
か
う
時
は
川
瀬
を
利
用
し
操
船
は
櫓
等
を
利
用
し
、
川
を
さ

か
の
ぼ
る
に
は
帆
を
あ
げ
、
南
風
を
利
用
し
た
。
こ
の
方
法
で
半
日
ほ
ど
で

帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
。
津
久
井
県
大
井
村
で
は
「
元
禄
二
年
高
瀬
舟
七
艘
」

が
あ
っ
た
。「
磯
部
よ
り
川
下
は
日
帰
り
」
が
原
則
、
大
井
村
の
荒
川
組
に
は

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
は
筏
に
乗
る
村
人
が
三
〇
人
も
お
り
、「
道
志
、

秋
山
郷
で
は
七
色
の
山
稼
」
と
し
て
雑
器
、
笹
板
、
大
鋸
板
、
杓
子
」
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
今
も
東
町
で
飯
田
屋
を
経
営
さ
れ
つ
つ
県
央
史
談
会
の

中
心
と
し
て
近
世
の
厚
木
や
自
由
民
権
運
動
に
多
く
の
研
究
を
な
さ
れ
て
い

る
飯
田
孝
氏
の
『
厚
木
・
愛
甲
の
今
昔
写
真
帳
』（
郷
土
出
版
社
）
に
よ
る
と

「
高
瀬
舟
（
中
略
）
上
り
に
は
帆
を
張
り
風
を
利
用
し
た
が
、
無
風
の
と
き

は
曳
綱
を
引
い
た
。
大
井
村
の
高
瀬
舟
は
長
さ
六
間
（
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
）、

幅
五
尺
（
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
深
さ
二
尺
三
寸
（
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

で
あ
っ
た
と
い
う
。『
皇
国
地
誌
残
稿
』
で
み
る
と
明
治
九
年
の
厚
木
村
に
は

曳
船
八
、
荷
船
五
、
漁
舟
一
三
、
渡
船
四
、
人
力
車
三
二
、
荷
積
小
車
六
で

明
治
初
期
に
は
ま
だ
か
な
り
の
川
舟
が
あ
っ
た
。
又
、
明
治
一
五
年
厚
木
町

の
民
業
を
み
る
と
専
農
二
五
〇
、
旅
店
三
〇
、
農
間
質
一
二
、
酒
造
家
四
、

農
間
商
売
三
一
、
川
漁
五
二
が
み
ら
れ
、
宿
場
ら
し
く
旅
宿
が
多
く
、
質
商

い
も
多
く
川
漁
は
船
頭
を
兼
ね
た
漁
師
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

こ
の
よ
う
な
相
模
川
を
脊
に
し
た
厚
木
の
商
人
の
店
や
屋
敷
構
え
を
『
厚

木
市
史
』
資
料
集
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
る
。
高
砂
屋
、
あ
る
い
は
山
形
屋
の
屋

号
で
二
筆
、
九
畝
二
歩
を
所
有
し
薪
炭
を
商
っ
て
い
た
内
山
傳
十
郎
は
「
私

居
屋
敷
（
中
略
）
当
村
家
並
、
往
来
筋
よ
り
東
裏
相
模
川
筋
附
ニ
有
之
、
南

は
溝
呂
木
孫
右
衛
門
地
境（
図
４
）、北
は
百
姓
佐
次
右
衛
門
地
ニ
而
同
人
共
、

屋
敷
間
ニ
往
来
よ
り
私
屋
敷
江
馬
踏
有
之
、
然
ル
所
、
私
先
祖
よ
り
船
三
艘

所
持
」
と
い
う
よ
う
に
船
持
商
人
が
相
当
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。「
山
九
溝
呂

木
は
祖
先
よ
り
船
頭
屋
敷
の
除
地
を
幕
府
よ
り
与
え
ら
れ
十
数
人
の
船
頭
を

置
い
た
」「
多
い
時
は
十
八
艘
に
も
及
ん
だ
」（『
厚
木
の
商
人
』）
は
代
表
例

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

五
、
烏
山
藩
の
支
配 

 

 
 

こ
の
よ
う
な
厚
木
商
人
の
財
を
烏
山
藩
（
下
野
国
大
久
保
氏
、
相
州
に
一

万
石
の
知
行
地
を
も
つ
）
は
収
奪
し
た
。
当
時
、
烏
山
藩
の
財
政
窮
乏
は
ま

す
ま
す
激
し
く
新
借
財
は
一
万
五
〇
〇
〇
〇
両
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
た
め

藩
政
改
革
に
よ
る
財
政
立
直
し
を
は
か
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
領
民
に
多
大

の
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。以
下
相
州
関
係
の
用
金
を
確
認
し
た
い
。

文
政
五
年
に
し
て
も
安
政
五
年
に
し
て
も
厚
木
町
に
か
か
る
負
担
は
際
立
っ

て
大
き
い
。ま
た
そ
の
負
担
を
商
人
個
人
に
求
め
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
ず
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
溝
呂
木
孫
右
衛
門
、
高
部
源
兵
衛
、
高
梨

与
左
衛
門
、
清
水
儀
右
衛
門
、
片
野
鉄
五
郎
、
菊
屋
政
房
と
い
っ
た
人
々
に

ふ
れ
て
み
た
い
。
農
村
部
で
も
個
別
の
有
力
農
民
に
用
金
が
求
め
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
厚
木
町
に
は
繰
り
返
し
、
軒
並
み
に
藩
の
重
役
が
名
前
を
連

ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
旗
本
領
な
ど
で
用
人
が
個
別
に
求
め
て
い
る
場
合
と
ち

が
っ
て
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
文
政
五
年
一
八
人
の
厚
木
商
人
に
課
し
た

二
二
〇
〇
両
，
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
一
人
の
厚
木
商
人
に
課
し
た
一
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〇
四
五
一
両
、
そ
の
他
に
和
泉
屋
こ
と
下
荻
野
の
片
野
鉄
五
郎
、
山
際
村
の

重
郎
兵
衛
、
大
谷
村
（
現
海
老
名
市
）
の
井
上
庄
左
衛
門
、
さ
ら
に
菓
子
の

菊
屋
政
房
や
高
梨
屋
与
左
衛
門
か
ら
の
献
金
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に

万
延
二
年
の
藩
主
大
久
保
忠
美
の
書
状
（
御
用
金
年
間
七
〇
〇
両
、
十
ヶ
年

調
達
申
し
渡
し
）
な
ど
を
見
る
と
一
体
ど
こ
ま
御
用
金
等
と
よ
ば
れ
る
収
奪

が
あ
っ
た
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
把
握
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
更
に
多
く

の
借
財
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
を
負
担
し
切
る
厚
木

の
財
力
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
又
、
次
の
よ
う
な
事
も
あ
っ
た
。
溝
呂

木
九
左
衛
門
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
大
坂
加
番
か
ら
帰
っ
た
藩
主
か
ら

手
筒
一
挺
を
拝
領
し
た
。
烏
山
藩
は
安
政
四
年
に
は
上
荻
野
・
三
増
・
半
原
・

大
島
・
田
名
の
百
姓
二
四
名
を
御
足
軽
に
取
り
立
て
非
常
に
備
え
て
い
る
が
、

緊
張
状
況
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

六
、
蘭
斉
と
彦
八 

 
 

崋
山
は
僅
か
二
泊
三
日
で
語
り
尽
く
せ
ぬ
程
の
厚
木
の
人
々
と
の
交
流
を

重
ね
た
わ
け
で
あ
る
が
、こ
の
二
人
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
唐
澤
蘭
斉
云
、
官
ノ
仁
ハ
不
仁
、
庸
医
ノ
慈
ノ
如
シ
。
初
（
メ
）
官
吏
ヲ

遣
（
シ
）
テ
河
（
ヲ
）
治
（
ス
ル
）
ヤ
。
吏
来
テ
市
民
ヲ
（
中
略
）
使
役
ニ

苦
シ
ム
堤
ノ
成
（
ル
）
も
不
固
、
故
ハ
唯
人
力
ヲ
頼
ミ
（
中
略
）
岡
ヲ
成
ス

ノ
ミ
。
夫
（
レ
）
河
ノ
漫
溢
ス
ル
（
中
略
）
河
不
深
時
ハ
、
堤
ノ
力
、
何
（
ゾ
）

拒
カ
ン
ス
ル
ヲ
得
ン
」「
終
ニ
却
テ
、
大
害
ヲ
為
（
ス
）
ニ
至
ル
」「
官
吏
土

木
ノ
任
ア
ル
モ
ノ
、
皆
入
札
ヲ
為
（
シ
）。
官
金
凡
一
千
両
（
中
略
）
ウ
ケ
ヨ

ウ
ニ
ン
（
請
負
人
）
官
威
ヲ
借
（
リ
）、
村
民
ヲ
虚
用
シ
、
害
及
一
国
。
決
後
、

歳
々
村
民
合
力
、
新
堤
ヲ
補
筑
、
其
固
、
官
筑
ニ
マ
サ
ル
」
と
い
い
、
酒
井

村
の
駿
河
屋
彦
八
に
つ
い
て
「
酒
井
村
（
現
厚
木
市
酒
井
）
御
領
（
中
略
）

駿
河
屋
彦
八
ト
云
フ
者
ア
リ
。
コ
レ
ヲ
厚
木
ノ
侠
客
ト
為
ス
。
姓
素
朴
小
児

ノ
如
シ
。
不
義
ヲ
悪
（
ム
）
ニ
至
テ
己
死
ス
ト
モ
不
止
。
酒
井
村
旧
某
家
ノ

采
地
ナ
リ
。
知
主
不
道
ア
リ
。
彦
八
ハ
可
ナ
ラ
ズ
ト
大
（
ニ
）
争
（
フ
）。
終

（
ニ
）
公
裁
ニ
及
（
ブ
）。
彦
八
ノ
言
、
理
ア
ル
ヲ
以
テ
、
采
地
ヲ
移
サ
レ
テ
、

酒
井
村
公
領
ト
ナ
リ
テ
、
即
、
彦
八
ハ
村
長
ト
ナ
ス
」。
こ
の
こ
と
は
厚
木
の

人
々
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
崋
山
は
「
予

彦
八
ニ
問
フ
。
厚
木
豊
饒
、
言
ヲ
不
待
。
足
下
何
カ
不
足
ニ
思
フ
コ
ト
ア
リ

ヤ
。
予
ガ
問
ハ
政
ノ
可
否
ヲ
知
リ
又
処
置
ノ
当
否
ヲ
問
ハ
ン
ト
ス
ル
也
」。
そ

れ
に
対
し
彦
八
は
「
人
ノ
コ
ト
ハ
不
知
也
」
と
い
い
な
が
ら
「
今
二
万
両
無

利
息
十
年
賦
厚
木
ニ
カ
シ
タ
ラ
ハ
、
郷
ニ
貧
者
ナ
ク
、
其
富
モ
又
謀
ル
ヘ
カ

ラ
ザ
ル
也
（
中
略
）
厚
木
ノ
商
買
ノ
盛
ナ
ル
如
此
也
。
サ
ス
レ
バ
、
今
ノ
殿

様
ニ
テ
ハ
慈
仁
ノ
心
豪
分
モ
無
之
、
隙
ヲ
窺
（
ヒ
）
収
斂
ヲ
行
フ
。
殿
様
ヲ

取
（
リ
）
カ
へ
タ
ラ
ン
コ
ソ
ヨ
カ
ル
ヘ
シ
ト
思
フ
也
」、
い
わ
ゆ
る
放
伐
論
（
古

代
中
国
で
徳
の
無
い
わ
る
い
天
子
を
追
い
討
つ
こ
と
を
い
う
）
で
あ
っ
た
。

蘭
斉
も
「
厚
木
ノ
郷
御
領
ニ
ナ
ラ
バ
上
々
、
御
旗
本
ノ
知
行
ニ
テ
モ
可
ナ
リ
」

「
御
領
（
ハ
）
願
ス
ヘ
テ
達
ス
ル
コ
ト
早
ク
、
又
何
事
モ
寛
大
公
平
ナ
リ
」

「
唯
小
諸
侯
ハ
威
勢
強
（
ク
）
穿
鑿
モ
行
届
（
キ
）、
小
ノ
隙
ア
ル
ハ
刻
政
ヲ

行
ヒ
、
用
金
ヲ
申
付
、
収
斂
ヲ
専
ラ
ト
ス
。
今
厚
木
ノ
風
、
是
ナ
リ
」。
彦
八
・

蘭
斉
共
に
必
ず
し
も
商
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
烏
山
藩
の
支
配
地
厚
木
の
風

評
を
代
弁
し
て
い
る
と
崋
山
が
感
じ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。 

  
 

七
、
厚
木
の
商
家 

 
 

雑
多
に
な
る
が
、『
厚
木
の
商
人
』・『
厚
木
近
世
史
話
』
等
を
手
掛
か
り
に

近
世
中
期
か
ら
明
治
一
〇
年
代
の
厚
木
町
に
迫
っ
て
み
る
。
営
業
内
容
・
商

品
で
み
る
と
旅
籠
（
二
六
）
が
最
も
多
く
、
呉
服
（
一
四
）・
穀
物
（
一
四
）・
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荒
物
（
一
〇
）・
太
物
（
九
）・
肥
料
（
八
）
が
目
立
ち
、
そ
の
他
金
物
・
木

材
・
炭
・
織
物
・
陶
器
・
酒
売
り
・
砂
糖
・
薬
・
紙
・
酒
造
な
ど
で
あ
る
。 

 

 
 

商
家
名
で
は
一
一
三
の
屋
号
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
多
く
の
近
江
商
人

が
見
ら
れ
る
。『
厚
木
の
近
江
商
人
』（
二
〇
〇
〇
年
厚
木
市
教
育
委
員
会
）

に
よ
る
と
「
近
江
屋
」
と
名
の
る
商
人
は
一
九
例
あ
り
、
明
和
期
に
あ
ら
わ

れ
る
近
江
屋
渡
辺
長
七
の
子
孫
は
安
政
五
年
に
一
五
両
献
金
し
て
い
る
。
長

福
寺
過
去
帳
に
は
何
人
も
の
近
江
屋
の
名
前
が
あ
る
。
範
囲
を
広
げ
る
と
荻

野
新
宿
で
文
化
一
四
年
近
江
屋
市
右
衛
門
が
酒
造
株
・
道
具
一
式
を
一
〇
ヶ

年
季
で
借
受
け
て
い
る
。
酒
造
の
近
江
屋
は
中
新
田
（
現
海
老
名
市
）
や
津

久
井
で
も
開
業
し
て
お
り
、
天
明
期
に
は
米
穀
買
占
め
に
よ
り
打
毀
し
の
対

象
と
も
な
っ
た
。
カ
ク
シ
メ
こ
と
近
江
屋
竹
村
甚
右
衛
門
（
呉
服
・
織
物
）

は
天
保
期
に
あ
ら
わ
れ
，
安
政
五
年
五
〇
両
献
金
、
明
治
に
な
り
厚
木
の
町

並
み
を
写
し
た
絵
葉
書
を
発
行
し
て
い
る
。
陶
器
の
近
江
屋
竹
村
源
助
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
中
新
田
村
の
大
島
家
か
ら
委
託
さ
れ
酒
造
を
は
じ
め
た

近
江
屋
篠
村
家
は
明
治
に
な
っ
て
厚
木
に
店
を
構
え
醤
油
の
醸
造
販
売
・
酒

の
卸
販
売
を
行
っ
た
。
古
い
近
江
商
人
に
は
日
野
屋
が
あ
る
。
近
江
国
蒲
生

郡
桜
川
出
身
の
告
原
家
で
あ
る
。
告
原
四
家
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
に
今
の
煙

草
屋
安
兵
衛
に
な
る
友
八
家
、
日
野
屋
を
名
の
る
酒
造
の
九
郎
兵
衛
（
忠
兵

衛
）
家
が
あ
る
。
九
郎
兵
衛
家
の
七
代
伊
兵
衛
が
俳
句
人
四
川
観
玉
阿
で
九

代
目
が
崋
山
と
会
っ
た
伊
兵
衛
（
錦
波
）
で
あ
る
。
こ
の
日
野
屋
は
川
入
村
・

山
際
村
・
一
ノ
宮
村
（
現
寒
川
町
）
に
も
み
ら
れ
近
江
の
同
郷
人
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
に
も
釜
屋
・
玉
屋
な
ど
が
あ
る
。
近
江
商
人
の
営
業
を
み
る
と

酒
・
醤
油
な
ど
の
醸
造
に
特
徴
が
あ
る
。近
江
商
人
は
本
家
を
近
江
に
置
き
、

出
店
あ
る
い
は
行
商
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
江
商
人
の
掟
と
し
て
知
ら
れ
る

が
厚
木
で
も
こ
の
伝
統
は
よ
く
守
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
番
頭
や
職

人
も
国
元
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。
厚
木
町
の
発
展
に
果
た
し
た
近
江
商
人

の
役
割
は
大
き
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

八
、
在
郷
町
厚
木
の
構
造 

 
 

明
治
一
〇
年
の
地
租
改
正
時
の
厚
木
町
に
は
二
五
〇
名
の
町
人
が
み
ら
れ

る
が
、
一
反
歩
以
上
の
土
地
所
有
者
が
二
二
人
、
二
筆
以
上
の
地
主
が
三
〇

人
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
借
・
店
借
の
多
さ
と
活
発
な
土
地
移
動
に
も
町
と
し

て
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

 

 
 

九
、
厚
木
商
人
の
文
化
力 

 
 

前
述
の
告
原
伊
兵
衛
（
四
川
観
玉
阿
）
の
句
が
厚
木
の
風
景
を
よ
く
表
現

し
て
い
る
。「
炭
竈
や
い
つ
れ
浮
世
に
た
つ
煙
」、「
馬
人
の
息
ほ
の
ぼ
の
と
霜

の
朝
」、「
馬
つ
な
ぐ
幟
の
枠
や
水
駅
」、「
伊
勢
参
り
師
走
の
市
の
中
を
行
」、

「
市
さ
ん
し
て
き
の
ふ
の
鄙
の
師
走
哉
」、「
船
積
の
蜜
匂
ふ
か
や
夕
千
鳥
」、

「
炭
売
の
隣
り
覗
て
戻
り
け
り
」（『
厚
木
市
史
』近
世
資
料
編
３
文
化
文
芸
）、

内
山
傳
重
郎
（
狂
歌
名
雪
朝
）「
炭
薪
に 

こ
の
世
を
す
ご
し
我
な
ら
ば 

け

む
り
と
な
る
も
心
安
さ
よ
」、
武
蔵
大
国
魂
社
宮
司
猿
渡
容
盛
の
『
類
題
新
竹

集
』
に
も
一
〇
近
い
厚
木
商
人
の
名
が
見
ら
れ
、
近
江
屋
源
助
の
妻
風
流
亭

吉
女
も
活
発
な
川
柳
人
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

お
わ
り
に 

 
 
 

 

 
 

以
上
の
よ
う
な
厚
木
商
人
の
経
済
力
・
文
化
力
が
近
代
社
会
形
成
に
ど
の

よ
う
に
作
用
す
る
の
か
と
い
う
点
は
ど
う
し
て
も
触
れ
た
か
っ
た
項
目
で
あ
っ

た
が
、
紙
数
の
限
度
を
越
え
て
し
ま
う
の
で
、
厚
木
が
自
由
民
権
運
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
本
発
表
の
最
後
と
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


